
 

 

 

いよいよ、２年生になりました。生徒の皆さんは、進級に向けて、どんなク

ラスメイトがいるのだろうか、どんな学級なのだろうか、担任の先生や部活動

の顧問の先生は誰になるのだろうかと、この春休みを期待と不安の入り混じっ

た気持ちで過ごしていたのではないでしょうか。１年間過ごした学級を離れ、

新たなメンバーに出会うことや新たな環境になることは、誰でも不安があるものです。しかし一方

で、新たな出会いは、友人関係や自分の考え方を広げる大きなチャンスでもあります。まずは、今日

踏み出した一歩を大切にして、みんなで少しずつ前に進んでいってほしいと思います。 

２年生は、１年生の頃に比べ、身も心も更に大きく成長する時期です。１年生は２・３年生の先輩

方をお手本にしてきた部分も多くありました。しかし、これからは後輩ができ、自分たちが手本にな

らなければいけません。また、将来を見据えて、具体的に進路を考えていく時期でもあります。しっ

かりと自分自身と向き合い、自分の成長を信じて努力を重ねてほしいと思っています。 

まだまだ、成長が期待できる生徒の皆さんにとって、更なる飛躍の年になるよう、２学年一丸とな

ってステップアップしていきます。どのような２年生になるか、とても楽しみです。 

 

 

 

１学年の学年目標から更に発展させ、今年度の学年目標を設定しました。 

「愛」 友達や家族などを思いやったり、励ましたり、支えたりする気持ち。一緒にいてくれる、

何かをしてくれる、してくれていることに対する感謝の気持ち。また、人にだけでなく、

物や環境に対する感謝の気持ち。私たちはこれからもいろんな人たちと関わり、愛を持っ

て周囲の人たちと接することで、愛される人になってほしいと思います。  

 

「勇」 「教室は失敗するところ、間違うところ」失敗を恐れず、いろんなことにチャレンジし

てほしいです。経験は人を成長させます。「どうでもいい」という気持ちではない、本気

の失敗には意味があります。その先には成長があります。そんな挑戦をした友達を笑わず

愛を持って見守る、そんな集団になってほしいです。挑戦する姿勢を、私たち教員は応援

します。 

 

「信」 自分を信じて、仲間を信じて行動してほしいと思います。信じることは簡単ではありま

せん。努力し、経験を積むからこそ、自信も信頼も生まれるのだと思います。みんなで支

え合い、正しく判断し、行動できるような関係を築いてほしいという願いを込めました。

仲間との信頼のきずなは、一人ではできない力を生み出してくれるものです。 

 

「律」 「自分を律する心」とは、自分の意志で自分の欲望、願望、衝動などを

制御することです。つい、自分を甘やかしてしまったり、周囲に

流されてしまったりすることは誰にでもあること。しかし、今や

るべきことや自分に必要なことを考え、見通しを持って生活する

こと、正しいことは何かを判断し、実行すること、自分の言動に

責任を持つことは大切です。そして、それらは当然、人を傷付け

ることであってはいけないのです。 

この学年目標の下、２１８名の生徒と 10 名の学年スタッフは、日々成長していきます。 
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２学年担当１０名の教員です。保護者の皆様と手を取り合って、精一杯尽力してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


